

















































































































#2Fから4Fの吹きぬけの見晴らし #入口どこ #棚がいっぱい #























#中図書入って右手奥 #初めはちょっと緊張 #でも #行けばわか



















































































































































































































































































































































































































































































































































































え ど が わ ら ん ぽ い ぶ せ ま す じ



















所蔵：中央図書館 戸山図書館 他 所蔵：中央図書館 戸山図書館 他




























































































































































































































































ま つ ば ら ひ で ゆ き きたはらはくしゅう
わ た や り さ わかやまぼくすい
所蔵：中央図書館 戸山図書館 他
所蔵：中央図書館 戸山図書館 他所蔵：中央図書館 戸山図書館 他
蔵書なし
８
「早稲田の三水」の一人。名前を聞いて
もピンと来ないかもしれないが、「白鳥
は哀しからずや空の青海のあをにも染ま
ずただよふ」という歌は教科書にも載っ
ている。酒と旅を愛した人で、素朴な歌
が魅力。20代前半で大失恋するも、等身
大の悲痛な思いを綴った第三歌集『別
離』がヒットし、歌人としての地位を確
立するという皮肉な結果に。その後出
会った文学少女と結婚し、生涯愛し続け
た。ひととなりを知ると、さらに味わい
深くなる歌人である。
青い鳥文庫の『パソコン電子探偵団事件
ノート』シリーズ、通称パスワードシ
リーズと聞くと小学生時代の読書体験を
思い出す人もいるのではないだろうか。
このシリーズを代表作にする松原秀行は
早稲田大学出身の児童文学作家兼フリー
ライターである。パスワードシリーズだ
けではなく他の児童書シリーズでも本文
内に含まれた問題の多様さに驚かされる。
童心に返ってもう一度手にとってほしい。
きっと新たな楽しみが見つかるはずであ
る。
高校生時代に『インストール』で文藝賞
を、早稲田大学在学中に『蹴りたい背
中』で芥川賞を受賞した京都府出身の作
家。前述したどちらの賞においても当時
の最年少記録を更新した。文壇のアイド
ルと呼ばれ話題になった事を覚えている
人もいるだろう。ペンネームは本名の梨
沙をひらがな表記したものに友人である
綿谷の名字を組み合わせたものである。
漢字が「谷」ではなく「矢」なのは後者
の方が占い的に良かったからという理由
がある。
９
「図書館を新しい角度から…」ということでスタートした今回の『りぶまぐ!』。
これを機に図書館の秘める魅力に触れて頂けたら幸いです。
あっという間に『りぶまぐ！』もvol.3になりました。私にとっては初めて制作班に
入って作った一冊です。初のおしゃれSNS風、難しかったですが楽しくできました。
お楽しみください ！
施設紹介担当です！普段利用しているものでも、説明するのは大変だと感じました。
でも、とっても楽しかったです！協力して下さった皆様、読者の皆様に感謝です！
施設紹介を担当しました。図書館の魅力を再発見でき、とても楽しかったです！
『りぶまぐ！』が、図書館に来るきっかけになったら嬉しいです。
お手に取ってくださったあなたさまに感謝。作家紹介楽しかったです！某SNSをやっ
ていないのにフォトジェニックとか言い出した犯人は私です！！
誰一人某SNSをやっていないにも関わらず提案された「フォトジェニックな、『りぶ
まぐ！』」。制作とても楽しかったです。ありがとうございました！
早稲田ゆかりの作家は他にも大勢いるので、ぜひ探してみてください。意外な人が見
つかるかも！みなさんに本との新しい出会いがありますように。
早稲田ゆかりの作家のページを担当させて頂きました。たくさんの作家が早稲田に
関連していて驚きました！これからもLIVSの活動をよろしくお願いします！
担当者のつぶやき
『りぶまぐ！』班メンバー・担当ページ
〈担当ページ表記〉
施設紹介→施、作家紹介→作、編集後記→編、LIVS紹介ページ→L、表紙・裏表紙→表
・作間充将〈施、表〉
・川村美涼〈作、編、表〉
・丸山由生奈〈施〉
・大﨑千春〈施〉
・中村朱里〈L〉
・弦間沙羅〈作〉
・百足祐希乃〈作〉
・中村綾〈施〉
・三浦恭子〈作〉
〈職員〉
・稲葉直也
・山下修平
『りぶまぐ！』発行にご協力くださった方、手に取ってくださった方、すべての皆様に御礼申し上げます！
作家紹介ページの地図は個人的に自信作です！この冊子を手に取ってくださった
方々が楽しんで読んでいただけるように頑張りました。
（作間充将）
（川村美涼）
（丸山由生奈）
（大﨑千春）
（中村朱里）
（弦間沙羅）
（三浦恭子）
（百足祐希乃）
（中村綾）
図書館紹介冊子『りぶまぐ！』
2016年4月に発刊してから(一応)定期刊行している『りぶ
まぐ！』。これまでのvol.1～2.5は早稲田大学図書館Web
サイトのLIVSページで閲覧可能です！
LIVS
これからも、LIVSの活動は続きます！
LIVS 早稲田大学図書館ボランティアスタッフLIVS
LIVS（リブス）は、学生視点での図書館サー
ビスの企画・提案を目的とした学生ボラン
ティア団体として、2013年4月に発足しまし
た。図書館の業務を行うのではなく、学生に
とって魅力的な図書館を目指して、利用案
内・学習支援・読書推進などの視点から、イ
ベントや展示を企画・実施しています。
LIVSメンバーとして、図書館の企画に参加し
てみませんか？
ボランティアをしたいと考えている人、図書
館に関する知識を増やしたい人、何かにチャ
レンジをしたい人、学年、所属を問わず新し
いメンバーを募集しています。興味のある方
はまず、4・5月に開催予定の説明会に是非来
て下さい。
みなさんの参加をお待ちしています！
http://www.wul.waseda.ac.jp/CLIB/livs/
#新規メンバー大募集！
いいね！ 9,098件
10
新入生に贈る一行（企画展示）
毎年春に行う人気企画！LIVSメンバーが選んだとっ
ておきの一行で図書館中を埋め尽くして、新入生や
皆さんの新生活を応援しました！
文庫川柳（企画展示）
文庫本の背表紙タイトルで川柳を作る遊び、それが
文庫川柳。2017年は「夏」をテーマに、LIVSメン
バーそれぞれで一句詠みました！オープンキャンパ
スにあわせての展示で多くの人に見てもらえました。
新しい趣味はじめよう！〇〇の秋（企画展示）
運動・学問・芸術・食欲の4つのテーマにあわせて、
秋にふさわしい新しい趣味を始めたくなる本を紹介す
る展示を行いました！
脱出ゲーム
中央図書館にまつわる問題を皆さんの推理や調査で
解きながら、中央図書館内の各施設を巡る大人気企
画！2014年10月に始まったこの企画も、ついに2017
年10月に完結しました！
学生協働ワークショップin東京
東京近郊の大学図書館の学生協働団体が集まり、そ
れぞれの取り組みや今後の学生協働のあり方につい
て話し合うイベント。図書館を舞台に活動している
点は同じでもその内容や方法は実に様々！他大学と
交流できる貴重な機会です。
Library Gifts～あなたに贈る本～（企画展示）
クリスマス企画として本の展示を行いました。本は
クリスマス仕様にラッピングされ、開けるまで中身
が見えない、わくわくする展示となりました！
早稲田大学図書館
ボランティアスタッフ
ＬＩＶＳ
活動紹介（2017年度）

